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〔講話〕

子ども環境の未来を考えるためにできること

吉田薫

(ジャクヱツ事業サポート取締役)

私の子どもの頃は、レクリエーション大会とか、町のお祭りということばを聞くと、心がわくわくし

て、その日を指折り数え、前日の夜は寝られなくなるぐらい楽しみで、仕方がなかった記憶があります。

私にとってレクリエーションとしづ言葉は、「集団あそびJそのもので、当時は、原っぱや路地裏、空

き地などにはいつも子どもの遊ぶ姿が見られるのが当たり前で、どこからともなく子どもたちが集まり

鬼ごっこや缶けり、集団によるごっこあそび等に熱中していました。そして、そこにはいつもガキ大将

が存在していて、あそびの天才のごとく、いろんなルールを決め、集団をまとめ、~~し、者をかばうとい

う子どもの世界にたくましいリーダーとして、あそびからいろいろなことを教わりました。年齢の違う

子どもたちが、いっしょになって遊ぶ中で『見る・見られる』関係が生まれ、自然と『観察して学習す

る力Jが育っていたのだと思います。つまり、子どものあそびはただのあそびではなく、遊ぶ中で学び

育つ何かがあったのだと思います。

数年前は、公園や道路で遊んでいる子どもたちが多く見られていましたが、最近は、外で遊ぶ子ども

たちが少なくなっています。今の子どもたちは、学習塾やスポーツクラブ、稽古ごとで多くの時間を過

ごしており、また、家庭用ゲーム機やタブレットの普及により室内でのあそびが多くなり、一人で遊ぶ

ことが多くなることで、集団で人と関わって遊ぶことのできない子どもが増えています。

近年では、子どもたちの外あそびの時間が減り、体力もどんどん落ちていることがデータで示されて

います。体力が落ちることで、寝つきが悪い、体力がなく疲れやすい、風邪を引きやすい、外あそびを

嫌がるーといった現象がおき、子どもの体力低下に頭を悩ませている保護者が多いと聞きます。しかし、

体力を向上させることは決して難しいことではありません。子どもの体力を向上させる一つの方法は、

遊具を使った「遊具あそびj です。遊具といっても、様々な機能やデザインが存在し、それぞれに特徴

があるため、その特徴を理解することがまず必要です。
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公園や遊園地などによくある、すべり台は、一般的には階段を登って、そして斜めになった面をすべ

るという、一口に言えば簡単なあそびですが、登るときには、筋力やバランス感覚が鍛えられます。ほ

かにも、歌に合わせてテンポ良く登っていけばリズム感が育まれます。また、すべる際には、体勢を維

持するための筋力やノ〈ランス感覚が育った、けで、なく、からだが速い速度で動く中で、とりまく状況を確

認して、からだ、を動かす力が身についてきます。あそび方を工夫することによって、様々な体力アップ

が期待できるのです。

子ども環境の未来を考えたとき、遊具の役割は楽しい経験を積み重ねるだけではなく、あそびを通し

て体力を向上させる重要な役割があることに着目しています。単なる筋力アップにとどまらず、幅広い

体力について学術的な面から考え、あそびを子どもたちに提供することが、まわりの大人たちの役目だ

と考えました。

そして、このたび、幼児体育指導の最前線で活躍されている早稲田大学・前橋 明教授とのコラボレ

ーションにより、今回、新たな遊具ディノワールドが誕生致しました。「あそび」に全力で取り組むた

めに必要な、子どもが健やかに成長できる環境とは何か、今一度考え直す必要があると思います。
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